







その他のタイトル Ema Shu's Wrath of the Lamb and the Oppression
of Socialists at 1923 Great Kanto Earthquake :









































1932 (昭和7)年 弾圧を避けるため高山に帰郷。 WUJの民』執筆開始。
1935 (昭和10)年 郷土研究雑誌『ひだびと』創刊、「赤木清Jの名で考吉学論
文を発表。
1938 (昭和13) 年 『山の氏j (飛騨考古土俗学会)刊行('"'-'19401:1三)。
1946何百平[121)年 日本共産党に入党('"'-'1966年)。
1947 (昭和22)年 ~LLJ の民jj (隆文堂)刊行、『JrLの九月j (関東大震災関連作
品)干1]子。
1949 (昭和24)年 ~LL!の氏jj (冬芽書房)刊行。
1958 (Bg和33)年 『定稿 山の民j (理二論社)刊行。
1964 (昭和39)年 「ゆらくマ大地J(関東大震災関連作品)発表。
1967 (昭和42)年 中間作家協会の招待により訪i礼



































②1921 (大1E10) 年12月31日第6面: (台El講話〕江馬修行新しいJと言ふこ
とJ
③1924 (大正13) 年6月 3 日 ~6月 7 日、夕刊16第l面:江馬修「或る温泉場でJ (全5
回)

















































































































































































































2 江馬の経歴については、江馬修『一作家の歩み~ (日本図書センタ一、 1989年)、天児誼
美『炎の燃えつきるu寺 江馬修の生涯~ (春秋社、 1985年)、永平手It1t ~江馬修論~ (おう
ふう、 2002年)を参照した。
3 大東和重 i(書評)工藤貴正著『中国語閣における厨}I白村現象 !在感・衰退・自!日iと継
続~J ~比較文学』第53巻、 129-134頁、日本比較文学会、 2011年3月、 133頁。
4 ~LLj の民』は、 1938 (昭和13) 年の発表以降、 1947(昭和22) 年、 1949(昭和31)年、
1958 (昭和33)年、 1973(fli3tIJ48)年にそれぞれ改稿版が出版されている。
5 石牟礼j道蓋一子子 「存在の根底を照らす月 i砂明苦弼3り 『羊の怒る u時|時寺~ (οl汀江←1工TJ
号、 3泊44一345頁、講談社、 1990年4月、 344頁。
6 天児直美 i~ li立の九月』あとがきJ~在日文芸 民涛』第8号、 380-382頁、影書房、 1989
年9月、 381真、向『魔王の誘惑 江馬修とその周辺』春秋社、 1989年、 230真、永平『江
馬修論』前掲書、 100頁。
7 江馬修は、『羊の怒る u寺』と同じく関東大震災を題材に描いた~lÜl の九月~ (947)序文
において、『羊の怒る時』は「台湾新開j に掲載されたと述べている(江馬修~lIlの九月』
(上) ~在日文芸 民涛』第7号、 302-345真、影書房、 1989年6月、 302頁)。また、自叙伝
『一作家の歩み~ (1957) には、円台湾日報j からたのまれて、初めて新聞に連載小説を
書いたJ(江馬~--作家の歩み』前掲書、 170頁)という記述もみられる。同じく関東大





『在日文芸 民涛』第7号、 304-305頁、前掲書、 305頁)。
なお、ここで江馬が言及している「台湾新開Jr台湾日報(担JJの概要については以








8 天児 rWJ企1の九月』あとがき」前掲書、 381頁、永平『江馬修論』前掲書、 114頁。
9 李承機「データにみる植民地台湾ジャーナリズムの発展JWアジア遊学』第48号、 22-29
賞、勉誠出版、 2003年2丹、 23-25頁、波形173- r解題」台湾日日新報社編『台湾日日三
ト年史 的台湾の言論界jJ1-14頁、ゆまに書房、 2004年、 8頁。


























21 天児『炎の燃えつきる 11寺』前掲書、 244-245頁、長谷川、前掲書、 2頁、永平『江潟修論ì~
前J白書、 99-100頁。
22 江!お修「お牧J W小説倶楽部~ tf~7 号、 2-29頁、民衆文芸社、 1921年7丹、 3貰。
23 I I:~JJ二、 13頁。
24 W不滅の像~ 0919-20)、『訪る '>!;u (1922)等(永平『江馬路論』前掲書、 70頁)。




って廃刊となった(小田切進 is将説JW極蒔く人 復刻版別!日t~ 8-12頁、日本近代文学
館、 1961年、 8:Dミ)。
28 江馬『一作家の歩み』、前同書、 172頁。
29 関東大震災における報道規制については、妾徳本1 W関東大震災・ 1虐殺の記録~ (青丘文化
社、 20031~::) 、加藤文三『亀戸事件一一一隠された権力犯罪一一-~ (大月書}古、 1991{j三)、LlI






32 11 田編、前掲書において収録されている『報知新開~ W[l寺事新報~ fi'東京 EI 日新聞~ fi'国民
新 11fl~ W東京$)]El 新 11fl~ fi'読売新 11~1~ W法律新聞~ fi' 1:1~ 外 l荷業新報~ [f'中央新聞~ W二六新報』
『都新 l1tl~ fi'寓朝報~ W東京毎日新 Ijfl~ Wやまと新 Ilrl~ を参照した。
33 菱、iJJl1編、各前掲書。
34 fi'台湾日日新卒11~ 1923年9月201ヨ第7面。
35 10月101こ1fi'報知新開』号外、『東京朝 iヨ新 Ilfl~ 夕刊等(加藤、前掲書、 215頁)。
36 初出の『台iヨ』連載1寺および単行本(1925)での伏字箇所については、復刻にあたり出
版社編集部によって伏字が起され、 f朝鮮人Jのように iXJのルどを振って表記されて





















n_馬修『羊の怒る時~ (1924 -1925)影書房、 1989年
(二次資料〕
天児i直美『炎の燃えつきる1寺 江馬修の生涯』春秋社、 1985年






ロ:馬修『受難者~ (1916) W江馬修作品集4 受難者 他~ 3-316頁、北浜社、 1973年
一一『不滅の像』新潮社、 1919-20年
ー一一「お牧JW小説倶楽部』第7号、 2-29頁、民衆文芸社、 1921年7月
一一『訪る L女 五幕の悲劇』新潮社、 1922年
-45-
一一『極光J上下巻、新潮社、 1924年
一一『羊の怒る i時~ 0924-1925)緊芳閥、 1925年
一一『追放』新潮社、 1926年
一一『自の九月~ (1947) U:'> ~在日文芸 民涛』第7号、 302-345頁、影書房、 1989年6丹、
(下) ~在日文芸 民涛』第8号、 330-379頁、影書房、 1989年9月
『一作家の歩み~ (1957) 日本図書センタ一、 1989{i三
一一一『延安賛歌』新日本出版社、 1964年
一一「ゆらぐ大j出J~延安賛歌~ 129-206真、新日本出版社、 1964{f
大束手IJ重 í(書評)工藤貴iI著 ~':j:'I}~l話閣における厨川 1:':=1 村現象 隆盛・衰退.I~I'}請と継続~J
『比ij史文学』第53巻、 129-134頁、 1:本比較文学会、 2011年3月




琴乗洞編『朝鮮人虐殺に関する知識人の反応 2~ 緑蔭書房、 1996年
台湾臼 i二|新報社編『台湾日1::1三十年史 附台湾の言論界Jゆまに書房、 2004年
中島利郎編著『日本統治J3;jl台湾文学小事典』緑謹書房、 2005年
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書房、 2004年
長谷川啓「解説」江!高修 ~I\可片戦争 cg (新・プロレタリア文学精選集10)1-6頁、ゆまに書房、
2004年
松尾尊Jt~大正時代の先行者たち』岩波書倍、 1993年
山田昭次『関東大震災時の朝鮮人虐殺一ーその国家責任と民衆責任』創史社、 2011年
一一一編『関東大震災朝鮮人虐殺関連新聞報道史料』第1-4・)5IJ巻、緑蔭書房、 2004年
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